























A study of mixed farming from livestock farming tools of Inner Mongolia: 









































［福井 1987 : 15］。また、福井氏は、放牧地を共有している家畜飼育を牧畜として論じた［福井











































統計データと 2014年 1月 20日から 3月 2日まで 42日間、断続的にフィールドワークによる 聞
き取り資料や撮影した写真、文字資料からなる統計データ、2015年 7月 26日から 8月 23日ま
で 29日間、博士論文の予備調査として農作業に関するフィールドデータ、2016年 4月 27日か
ら 2016年 6月 28日まで 63日間、人々の農業の営みと禁牧政策への対応などを中心調査したデー









された［郝・包 2010 : 82］。生産責任制の導入によって 1990年代には、内モンゴル自治区全体の
家畜飼育頭数や農耕地が増加する一方、砂漠化の進行は深刻さを増した。中国政府は「西部大開
発」というプロジェクトを行いつつも、破壊された生態系の回復や破壊を未然に防ぐため 2002









　ホルチン左翼後旗は内モンゴルの東南部に位置し、面積は 11535㎢、 海抜 200－500ｍの台地が
広がるホルチン砂漠地域の一部であり、固定砂丘や半固定砂丘、それらに囲まれた平地の草原な
どからなる。大陸性気候であり、年平均降水量は 358-483 mm［科爾沁左翼後旗誌 1993 :  
131-133］である。〈ホルチン黄牛の里〉という美称があり、1世帯に平均 2頭の牛が飼育されて
いる。ホルチン左翼後旗の人口は 40.1万人（モンゴル族は 73.9%を占める 2007年）である［科
爾沁左翼後旗誌 1989～2007年編纂委員会 : 12］。EB村は、ホルチン左翼後旗の北西部に位置し、
ソム所在地から北東に 1 km離れている。2017年の調査では、村に実際に暮らしている人口は
183人（漢族 2）、57世帯（漢族 1世帯）、そのうちに 5世帯は家畜を飼育してない。村の面積は
【図 2】 EB村の地理的位置（1:50km）［内モンゴル自治区地図 1999により作成］
【図 3】 EB村土地利用面積の割合と家畜飼育頭数の割合［調査により作成］
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約 160,000a、家畜総数 1,099頭であり、それらの内訳は【図 3】である。養豚についても、自家












































が開始した［哲里木盟地方志編纂委員会 199 6 : 23-24］。1960年代末はホルチン砂漠地域の農耕増
加の第一のピークだった。［黄健英 2009 : 143］。1980年代からは、本格的に化学的肥料、農薬、
農用機械、交雑種子などが利用され、トウモロコシの栽培が拡大された［哲里木盟地方志編纂委










農耕地は 53 aである。1 aにトウモロコシを栽培すると、年間 60-70 kg収穫できる。トウモロコ











　梅棹忠夫氏は 1944年 9月から 1945年 2月までの内モンゴルにおけるモンゴル牧畜調査で、家
畜に水をやる桶をオンゴチャ［梅棹 1990 : 592］と呼んでいると指摘し、モンゴル人の大工「ムー
ジャン」の作る箱型容器を舟［梅棹 1990 : 596-597］と言うと指摘している。日本語の舟は、水・




ンゴチャと言う［二十八巻本辞書 1988 : 332］。また、体を洗うために入り込む器具や物を差し込
むための細長い器具、家畜に飼料と水を与える器具などを指す［R・ツェベル編 簡明モンゴル語
辞典 1966 : 476］。日本語で訳した場合は、水飼い場の丸太をくりぬいた水桶、まぐさおけ、飼い
葉おけ、槽、浴槽、ボート、小舟、船、飛行機器具や物を差し込むための細長い器具とされる［現
代モンゴル語辞典（改定増補版）1994 : 328］。モンゴル語の onggucaを中国語では、「船」あるい






























【写真 1】 家畜に水やるオンゴチャ 【写真 2】 家畜に飼料やるオンゴチャ







壊れた物は 35個あり、平均 1世帯約 10個ある。その内訳は、【図 7】に示した通りである。




















別々に置く［千田 訳　謝 著 1977 : 44］と論じている。また、北宋時代（注 4）に『蕃牧纂験方』
の馬匹編には、毎日、麩（ふすま）と草料を 8文宛与え、飼槽につかせ給食する［千田 訳　謝 著 
1977 : 44］と記されている。そして、元代に書かれた『東魯王氏農書』の養牛編には、初春の時
期に、牛には細く刻んだ藁（こう）、ふすま、穀豆などを水に加え、槽に入れて給食する［繚 訳
注　王 著 1994 : 65］と書かれている。
　それから、古代中国の北方乾燥地域（注 5）の労働者たちは農牧結合生業には何千年に渡る経
験を重ねて来た［中国農業遺産研究室 1986 : 229］。特に、漢・唐時代に、北部農区の人々は農業






ジギン・ブレンサイン 2003 : 2］。また、ホルチンの牧畜民は、清末民初の時期の蒙地開墾により





するなどの社会現象が生じた。ホルチン左翼後旗の 1989年から 2007年までの統計データ【図 8、






























































が 4個、水用鉄製のオンゴチャが 2個、豚用オンゴチャが 1個あった。2016年 6月 7日に GD氏










からなる 5人家族である。彼は、メス牛を 9頭飼育し、メス馬を 3頭飼育し、トウモロコシを
266 aの土地で栽培し、サイレージ専用のトウモロコシを 133aの土地で栽培している。オンゴ
チャを 10個利用しており、その内訳は、馬用の木製 1個、牛用レンガ・コンクリート製 1個、





するオンゴチャを決めている。彼らは、馬の嗅覚は鋭敏で［三村 1997 : 173］、汚れた水を飲まな








































































［尾崎 1971 : 77］。ホルチン・モンゴル人の牛舎に利用している飼料を与えるオンゴチャになる飼
槽はほぼ上述の条件をみたしている。また、中国においては、伝統的な牛舎は基本的に飼槽、牛
床、牧柵などによって構成され、舎内には繋留設備として首枷や首のチェーンなどを利用して管





















































トウモロコシを 200 aの土地で、サイレージ専用トウモロコシを 54 aの土地で栽培している。牛
を 12頭飼育している。オンゴチャを合計 12個利用し、牛用のレンガ・コンクリート製のオンゴ
チャは 2個、牛用の鉄製 4個、牛用タイヤゴム製のオンゴチャ 3個、水用のオンゴチャが 1個、






























































り、跳ね退けたり、地面を掘って食物を探し当てる習性がある［三村 1997 : 207］ので石製とコ
【写真 9】 羊の鉄製のオンゴチャ 【写真 10】 格子付き鉄製のオンゴチャ























村はソム所在地から 1 kmほど離れている。ソム所在地には、非専門的な溶接屋（注 6）が一つ






　【事例 7】　BW氏 EB村出身、38歳、中学校卒業の学歴、妻と小学生の息子と 3人家族。牛 21
頭飼育、トウモロコシを 80 aの土地で、サイレージ専用トウモロコシを 330 aの土地で栽培して
いる。牛用としてレンガ・コンクリート製のオンゴチャを 4個、鉄製のオンゴチャを 8個、水用
























【写真 16】 溶接をするAJ氏 【写真 17】 AJ 氏の作品































































































の政策が実施された［淡野 2011 : 53］。これらの政策は、内モンゴルの牧畜業の飼育方法に放牧
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禁止や舎飼いなどの大きな変化をもたらした。現在、牧畜地域であるシリンゴル盟の牧畜業の飼



























る赤峰市とヒンガン盟をまとめて指すようになった（ボルジギン・ブレンサイン 2003 : 3-4）。
（2） 内モンゴルにおいては、現在行政組織として上から自治区、市（盟）、旗（県）、ソム（鎮）、行政村（ガチャ―）、
小組などのレベルがあり、EB村は一番下の小組に当たる。
（3） 古代中国の紀元前 770年から紀元前 221までの時代である。
（4） 古代中国の 960年から 1277年までの王朝である。
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